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を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
上
市
町
赦
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一局
慶
　
孝

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
叛
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
を
室
町
時
代
末

（戦
国
期
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

弓
庄
城
跡
は
、
上
市
町
の
中
心
部
か
ら
南

へ
約
二
ｈ
、
町
の
南
東
部
を
流
れ

る
白
岩
川
の
標
高
五
Ｏ
ｍ
前
後

の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
す
る
。

一
九
八

一
年
か
ら

一
九
八
五
年

に
か
け
て
当
遺
跡
周
辺
に
お
い

て
、
団
体
営
ほ
場
整
備
並
び
に

県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
計
画
さ

れ
た
た
め
、
上
市
町
教
育
委
員

会
が
事
前
発
掘
調
査
を
実
施
し

た
。
こ
の
付
近
は
、
以
前
よ
り

⑪
は
報
告
書
で
は
、
「
□
午
書
」
と
読
ん
だ
が
、

富
中

弓

庄

城
跡

所
在
地

調
査
期
間 ゆ

み

の
し

ょ
う富

山
県
中
新
川
郡
上
市
町
舘

一
九
八
一
年
（昭
５６
）
五
月
を

一
二
月
、　
一
九
八
四
年
四
月

ー

住)

（的〇卜
）
×
（］ぺ
）
×
（
Ｐ萌
）　
　
Φ∞
Φ

そ
の
後
の
検
討
で
釈
読
を

(魚 津)

闊
阻
圏
旧
隅
隅
闇
∨

□
②

中
世
豪
族
の
土
肥
氏
の
居
城
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
中
世
末
の
遺

物
の
散
布
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
当
該
時
期
の
遺
構
の
存
在
が
予

想
さ
れ
て
い
た
が
、
調
査
の
結
果
、
中
世
末
の
城
跡
の
遺
構
の
ほ
か
に
、
そ
れ

と
重
複
し
て
、
中
世
の
荘
園
に
係
わ
る
遺
構
も
数
多
く
検
出
さ
れ
た
。
城
跡
に

係
わ
る
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物

。
井
戸
跡

・
土
羨

。
溝
が
あ
り
、　
三
ハ

世
紀
頃
に
比
定
さ
れ
る
土
師
質
土
器

。
陶
磁
器

・
石
田
な
ど
の
石
製
品
、
刀
小

柄

。
か
ん
ざ
し
な
ど
の
金
属
製
品
、
下
駄

・
櫛
な
ど
の
木
製
品
な
ど
が
出
上
し

て
い
る
。
木
簡
は
、
二
点
出
上
し
て
お
り
、
ω
は
三
の
丸
の
内
部
を
区
画
す
る

溝
か
ら
、
②
は
、
二
の
丸
付
近
の
近
世
の
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
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文
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1985年出上の木簡

改
め
た
。

②
の
下
端
は
墨
書
後
に
尖
ら
せ
お
り
、
「
マ
サ
」
の
字
が

一
部
欠
損

し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

上
市
町
教
育
委
員
会

『
富
山
県
上
市
町
弓
庄
城
跡
第
二
次
緊
急
発
掘
調
査
概

要
』
盆

九
八
二
年
）

同

『富
山
県
上
市
町
弓
庄
城
跡
第
五
次
緊
急
発
掘
調
査
概
要
』
盆

九
八
五
年
）

（高
慶
　
孝
）

“　
福
井

。
口
野
川
朝
宮
橋
下
流
出
上
の
木
簡
補
訂

本
誌
第
五
号
で
報
告
し
た
、
福
井
県
丹
生
郡
清
水
町
日
野
川
朝
官
橋
下

流
出
上
の
木
簡
は

。
「
象
馬
牛
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口
衆
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入
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□
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□
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が
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妙
法
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華
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巻
第
二
妙
法
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華
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解
品
第
四

に
見
え
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中
の
一
節
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遍
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国
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買
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庇
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有

を
記
し
た
も
の
で
あ
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こ
と
が
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し
た
。
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日
西
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洲
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下
町
遺
跡
　
沓
掛
城
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士
口
田
城
三
ノ
丸

跡
　
坂
尻
遺
跡
　
秋
合
遺
跡
　
郡
遺
跡
　
神
明
原

・
元
宮
川
遺
跡
　
北
条
泰
時

・
時
頼
邸
跡
　
千
葉
地
遺
跡
　
千
葉
地
東
遺
跡
　
蔵
屋
敷
遺
跡
　
小
敷
田
遺
跡

大
津
城
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上
永
原
遺
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瀬
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町
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